Tokutomi Roka\u27s \u27Nature and Life\u27 -The Style as Flowery language, "Kanbun-kundoku" by 鈴木 義昭
徳寓慶花「自然と人生』 37
徳富麓花『自然と人生』
一美文としての漢文訓読調一
鈴　木　義　昭
はじめに
　徳當藤花『自然と人生』は，明治三十三年（1900年）8月18日，民友社から出版される。ジャ
ンルとしては，小説「灰癌」，評論「風景藷家：コロオ」，「萬生帖」所収の諸編を除き，殆どが
自然の風景を描写したものである。また，小説「灰燈」，「自然に封する五分時」中の「利根の秋
曉」，r上州の山」，「空山流水」，r篤生帖」中の「雨後の月」，r湘南雑筆」中の「鰺釣リ」・「海と
合戦」が「ダ・デアル体」（言文一致体）であるのを除いて，いずれも「古文」（擬古文）で書か
れているω。すなわち，自然の風景を描写したものの大部分が古文で書かれてい乱本稿で扱う
ものは全てこの種の古文調の文ということになる。こうした古文調の諸作に対して，徳田秋声は，
「書き方が少し，今から兄れぱ漢文句調の目触りなやうでもあるが，再応考へ直して見て，矢張
漢文句調なるが故に，キチッキチッと簡潔に思想が引き締まってゐ，遣徳観とピッタリ合ってゐ
る」と述べる12〕。荒正人は，「それは漢文的文語文に独特の調子をもっていたので・当時の人ぴ
とに，視覚的に親しまれたぱかリではなく，音楽的快感を与えたことと思う」ωと述べる。「漢
文句調」，「漢文的文語文」という言い方には，「漢文訓読文＝漢文直訳体」と「漢文訓読調」（＝
「普通文」）という含義があるわけで，それらは元来，．厳密に分けられなくてはならないものであ
る。「簡潔に引き締まっている」とはどういうことかにも触れてみなくてはならないであろ㌔
そこで本稿では，薩花r自然と人生』の文体にはどんな特色があるのか・改めて吟味してみるこ
とにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　ところで，「漢文訓読文」と「和文体」の文との大きな違いはどこにあるのか，まずそれに触
れておきたい。すでに山田孝雄が「漢語と国語とは語の性質を異にし，語格を異にすれぱ，彼の
語に存して我に存せぬ語法あリ。彼になくして我に存し，それを加えずぱ国語としては意をなす
こと能はざる語法あり」と指摘するように㈹，犬きくは古典中国語と古典日本語との言語の系統
の差異と，そこから必然的に生ずる両国語の文法的差異の中に見出されるであろう。漢文訓読文
自体が古典巾国語の語順を，なるべく原典に忠実に日本語の語順に変換して読むことによリ成立
したものであるから，差異があることは当然であるが，文法的差異という面では，とりわけ時制
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表現と敬語表現の有無がカギとなるように思われる。また，和語に対する漢文訓読文体独特の語
彙，そして一文の長短の差異も無視できないものとなるであろう。
　古典中国語にもむろん，「已」や「将」，「未」などのように時制を表す表現はあるが，必要不
可欠ではない。しかも，中国の古典語と現代語との間でもこの差異はあリ，前者は時制を文脈に
頼ることが多い。その一例として，現代中国語では，古典語には用いられることの少ないアスペ
クトを表す「了」，「着」等が用いられているωことを挙げることができよう。
　この間の事情は・日本人が中国古典語で書いた文章に対する後代の訓読にも同様の現象が兄受
けられる。例えぱ，『古箏記』の犬安万侶の「序」には，「……二蟹爲群品之祖」とあって工5〕，や
はリ時制を表示しない。それに対して，後代の訓読文では，「……二露群品の祖となリき」のよ
うに，過去の助動詞「き」を用いている。
　また，中国古典語に敬意表現がないわけではないが，むろんのことながら，日本語に存在する
ような独特の助動詞による敬意表現はなくて，それは語彙によって行われることが多い㈹。また，
同じく，『古事記』「序」では，「是以，番仁岐命，初降干高千穂嶺，神倭天皇，経歴干秋津嶋」
を「ここをもちて，番仁岐命，初めて高千穗嶺に降リ，神倭天皇，秋津鳴に経歴したまひき」の
ようにコη・補助動詞（尊敬）の「たまふ」，助動詞（過去）の「き」を付け加えて訓読する。ま
た，『日本書紀』「神代上」では，「既而伊装諾尊・伊装普尊，共議日，吾已生大八洲國及山川草
木。何不生天下之主者歎。於是，共生日神。」を「既にして伊装諾尊・伊装舟尊，共に議りて日
はく，『吾已に大八洲国及ぴ山川草木を生めリ。何ぞ天下の主者を生まざらむ』とのたまふ」と
あって㈹，助動詞（意志）「む」，動詞（尊敬）「のたまふ」を加えて訓読している。
　要するに，古典中国語及ぴそれに倣って書かれた文では，文自体（主に動詞・名詞）に敬意を
表す意味が内包されていることが多く，日本語のようにことさらに動詞／補助動詞「たまふ」な
どを用いなくても敬意の表現が行われるのである。こうした傾向は現代中国語にも見られる｛9〕。
　一方，センテンスの長短は必ずしも両国語の決定的な逮いとはならない。それは多くの場合，
散文と韻文の違い・書き手と書く内容とによるものであろう。しかし，漢文訓読文の場合，先に
引いた徳田秋声が「漢文句調なるが故に，キチッキチッと簡潔に思想が引締まってゐて，……」
と述ぺるように，簡潔な表現＝センテンスの短さという言われ方がなされる。これについては次
項以降，実例に即しながら眺めていくことにしたい。
（2）
　さて，徳富薩花『自然と人生』の中に所謂「漢文訓読文」はどのようなところに現れているで
あろうか。手初めにまず，時制と敬意を表す表現を持った文を助動詞，補助動詞を手掛かリにし
て探してみたい。各文の後ろの［］内には総字数，（）内には漢字数とを記入しておく。
　例えぱ，「此頃の富士の曙」（全文）では，
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　　①心あらん人に兄せたきは此頃の當士の曙。［18（8）］
　　②眼前には水蒸気渦巻く相模灘を見む。［16（11）］
　　③若し其北端に同じ藍色の寓士を見ずぱ，諸君恐らくは足柄，箱根，伊豆の連山の英藍色，
　　　一色一抹の中に潜むを知らざる可し。［17（10）／19（8（5）／2（2）／9（7））／16（8）コ
　　④海も山も眠れるなリ。［9（3）コ
等総字数655字（句読点を除く），総センテンス数33，最大字数を持つセンテンスは，50字のもの
で，最小は4字。1センテンス当たリ平均19．8字で，助動詞の数は33を数えるが，補肋動詞は用
いられない。このうち，助動詞を胴いないセンテンス数は1O。《助動詞：「ん」（娩曲）2例，
「たし」（願望）2例，「べし」（推量）2例，「なリ」（推量）4例。「む」（推最）8例，「ん」（推
量）1例，「ぬ」（完了）4例，「たり」（完了）1例，「り」（完了・継続）1例，「き」（過去）2
例である（「ず」（打ち消し）は4例）》。古典中国語の否定副詞「不」と古典日本語の「ず」とは
意味的対応関係にあるので，対象外にするとしても，腕曲と願望とを除けぱ，全てがテンスに係
わっている。自然を読むという，人間と人間との関係を舎まない文章という性質から，敬意を表
す助動詞，補助動詞が1例も用いられていないことが知れる。
　また，「大海の出日」（全文）では，
　　⑤枕を憾かす涛声に夢を破られ，起つて戸を開き軌［13（6）／8（3）］
　　⑥午前四時過ぎにもやあらむ，海上猶ほの闇く，波の音のみ高し。［12（5）／7（4）／7（3）］
　　⑦光さやかにして，宛ながら東擬を鋲するに似たり。［7（1）／14（5）］
　　⑧岬端の燈登には，廻韓燈ありて，陸よリ海にかけて連りに自光の環を誰きぬ。［7（4）／
　　　6（3）／19（7）コ
等とあリ，総字数750字（句読点・記号を除く），総センテンス数17，最大字数を持つセンテンス
は，87文字のもので，1センテンス当たリ44．1字。《助動詞：24例。うち助動詞を用いないセン
テンスは3例。助動詞としては，「る」（受け身）1例，「なり」（断定）2例，「べし」（可能）1
例，「ぬ」（完了）8例，「つ」（完了）1例，「たリ」（継続），「たリ」（完了）1例，「き」（過去）
1例，「む」（推量）1例，「ん」（推量）1例，「なリ」（推量）1例がある（「ごとし」3例は，
古典中国語の「如」と意味的対応関係にあるので，対象外とする）》。ここでは，受け身，断定，
可能，打ち消しが計4例（「ず」（打ち消し）は2例）であるほかは，15例がテンスに係わってい
るが，やはリ敬意を表す助動詞，補助動詞は用いられていない。
　もう一例を「相模灘の落日」（全文）に取ってみよう。
　　⑨　秋冬風全く凪ぎ，天に一片の雲なき夕，立つて伊豆の山に落つる日を望むに，世に斯る
　　　平和のまた多かる可しとも思はれず。［7（5）／9（5）／16（7）／20（7）］
　　⑪初め日の西に傾くや，宮士を初め相豆の連山，煙の如く薄し。［9（4）／10（7）ノ6（3）］
　　⑪日は所言胃白日，白光燗々として眩しきに，山も眼を細ふせるにや。［6（5）／11（5）／10（3）］
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　　⑫日更に傾くや，當士を初め相豆の山次第に紫になるなリ。［6（3）／18（9）］
等とあり，総字数708字，総センテンス数は24，最大の語数を持つものは，96文字のもので，最
小は5文字・1センテンス当たり平均29．5字。〈助動詞：26例で，rたリ」（断定）1例，rなり」
（断定）2例，「む」（腕曲）2例，「ぺし」（推量）1例，「たり」（継統）3例，「リ」（継統）1
例，「たり」（完了）1例，「ぬ」（完了）2例がある（「ず」（打ち消し）は8例，「ごとし」（比
況）は3例）》。テンスに係わる助動詞は8例ということになり，依然として過半数を占めておリ，
敬意表現の助動詞，補助動詞は兄られない。佐藤勝は，自然描写の文体から「時間を除き去って
しまえぱ，恐らく対象は消え，文体も消える。このような時間において対象をとらえる文体の特
微がもっとも高度にかつ有効に駆使されたもの，それが『自然と人生』である」と位置づける
が㈹，そうしたテンスに関わるものを除いてしまえぱ，誰もが経験できる風景描写となること
は事実である。
　同じく自然の景物を描いたものとしてよく知られる志賀重昂『日本風景論』の「二　日本には
気候，海流の多変多様なる事」の冒頭の部分を眺めてみよう。この文は，岩波文庫の解説に小島
烏水が書いている｛11，ように，「科学と文学を調和する企て」であって，純然たる教科書風の記述
と文学とがミックスされたものであることを理解しておく必要がある。因に，醒花は「地人の関
係を科学的に論ずるにあらず」としているのであって，自ずからその目的は異なっているのであ
るが，普遍性を持つという意昧で類似性を持つことになる。すなわち，
　　⑬日本，細長き島国，娩碗として北より南に延ぴ，その間亙ること実に三十度たり，北の
　　　方北極圏を距るる織に十度半，南の方熱帯圏に入る一度半強，気候宛として半寒帯，温帯，
　　　熱帯を包羅せり。［2（2）／5（4）／12（5）／14（6）／15（10）／13（10）／18（9（6）／2（2）／7（4））］
　　⑭海流や・太平洋沿岸の南半は赤遭海流（黒潮）の洗ふ所となり，北半には寒帯海流（親
　　　潮）駿走し，日本海沿岸にもまた赤遭海流の一派（対馬海流）注ぎ来り，熱帯海流（リマ
　　　ン海流の余派）その間に錯流し，日本実に寒熱二海流の全所に当たる。［3（2）／22（15）／
　　　13（10）／24（17）／19（11）／16（11）］
等とあ1）・総字数510字・総センテンス数は5，1センテンス平均102字。《助動詞：総数は5。
「たり」（断定）2例，「たり」（継続）1例，「リ」（継統）1例（「ごとし」（比況）は1例）》。む
ろん，補助動詞は兄られず，⑭には助動詞も兄られない。
　同じく，『日本風景論』の「七　日本風景の保護」の冒頭部分では，
　　⑮この江山の洵美なる，生植の多種なる，これ日本人の審美心を過去，現在，未来に酒養
　　　する原カたリ。［9（4）／7（4）／24（12（8）／2（2）／11（6））］
　　⑯名所図絵類に至リてもまた然り，想ふ名所図絵なるもの過去において人々に旅行を奨誘
　　　し，山水の間に優漉するの好風尚を勾引したる感化や著大，而して今日に当たるも懸拠す
　　　るに足るもの多し，これ固より棄つべからずや。［14（7）／25（13）／24（14）／21（8）／12（2）］
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等とあり，総字数529字，総センテンス数は6，1センテンス平均88．1字。〈助動詞：総数は15例。
「たり」（断定）1例，「な1〕＊」（断定）2例，「らる」（受け身）1例・「ん」（推量）4例・rき」
（過去）1例，「ぬ」（完了）1例，「たり」（完了）2例（「しむ」，「ぺし」，「ず」は数えない）〉。
尊敬f本の見られないことは（23）一（25）と同じである。しかし，1センテンスあたりの字数は多い。
　所謂∫議論文」と言われるものはどうであろうか。中江兆民「君民共治の説」の冒頭の一段落
を眺めてみよう㈹。
　　⑰政体の名称数種あり。日く立恵，日く専制，日く立君，日く共和なリ［9（6）／4（3）／4（3）
　　　／4（3）／6（3）］。その事実についてこれを校するときは，立憲にして専制なるなリ・共和に
　　　して立君なるあリ［17（3）／11（4）／11（4）］。共和いまだ必ずしも民政ならずして立君もいま
　　　だ必ずしも民政ならずんばあらず［36（1O）コ。今や海内の士皆政治の学に熱心し政体の是
　　　非得失を講ぜざる者なし［30（18）］。しかるに東洋の風習常に耳を懸みてかつて脳を役せ
　　　ず，形態を模擬してかつて精神を問はず［24（9）／16（7）］。是において耳食の徒往々名に眩
　　　して実を究めず，共和の字面に悦惚意を鋭して必ず昔年仏国のなせし所をなして，以て本
　　　邦の政体を改正するあらんと欲する者またその人なしとなさず［21（10）／28（14）／31（1o）］。
　　　その迷謬固より不学寡聞の致す所にしていまだ深く答むるに足らずといへども，今にして
　　　その惑を弁ぜずんぱただに萎苗自由の清乱大に我僻自由の暢路を妨碍するのみならず・ま
　　　た恐くは蕊毒侵蝕暗に国家元首の幾分をしょう賊するあらん［35（12）／42（18）／26（14）］。
とある。総字数は353字，総センテンス数は8，1センテンス平均44．1字。《助動詞総数は6例。
「なリ」（断定）4例，「き」（過去）1例，「ん」（推量）1例である（「にして」3例，「ず」1O例
は数えない）》。「議論文」は一般に息の長いセンテンスによリ書かれている。総センテンスに比
して，助動詞の数は少なく，敬意を表す表現は全く兄られない。後に・こうした文において敬意
を表す対象を皇室一般に止めるという決まりができたのも恐らくは，漢文訓読調の特質と無縁で
はない㈹。
　次に，和文脈の文章の典型と言われる樋ロー葉『たけくらべ』の冒頭では，
　　⑱廻れぱ大門の見返り柳いと長けれど，お歯ぐろ溝に燈火うつる三階の騒ぎも手に取る如
　　　く，明けくれなしの車の行来にはかり知られぬ全盛をうらなひて，大音寺前と名は仏くさ
　　　けれど，さリとは陽気の町と住みたる人の申き，・…・・。［16（7）／23（1o）／27（7）／13（6）／
　　　17（6）］
　　⑲一・・正月，門松とりすつるよリか・リて，一年うち通しの夫れはまことの商買人，片手
　　　わざにも夏より手足を色ど■〕て，新年着の支度もこれをぱ当てぞかし，南無や大鳥大明神，
　　　買ふ人にさへ犬福をあたへ給へぱ製造もとの我等万倍の利益をと人ごとに言ふめれど，さ
　　　リとは思ひのほかなるもの，此のあたリに大長者のうわさも聞かざりき，…・・一［2（2）／
　　　13（2）／33（13）／16（6）／8（7）／38（15）／13（1）／19（5）］
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等とあリ｛1仙，（18）の文では，ここの範囲ですら総字数96字であリ，（19）の文に至っては，総
字数430字（句読点を除く），総センテンス数は3，1センテンス当たリ143，3字である。《助動詞
は5例。補助動詞は2例。助動詞としては，「たリ」（継統）1例，「き」（過去）2例，「めリ」
（推量）1例（「ごとし」（比況）は1例，「ず（ぬ）」は1例）で，補助動詞「たま、；、」（菰敬）2
例》。センテンスが長いことは言うまでもないが，（11）｝（26）には例のなかった煎敬体がこの文
では出ていることも和文脈であることの証拠の一つと考えられよう。
（3）
　次に，漢文訓読調に独特な表現の有無を中心に眺めていってみたい。白藤礼幸は，「訓読文の
文体史」の中で，山田孝雄，築島裕両氏による漢文訓読特有語を表にした㈹。本稿ではこうし
たものを参考にしながら，『自然と人生』の中の「自然に対する五分時」に兄られる特有語を注
16に例示しておく。ここでは漢文訓読語に頻出する漢字語（名詞・動詞）は初めから収録しなか
ったわけであるが，そうした漢字語の頻出が漢文訓読調の根幹をなしていることは言うまでもな
い。また，この表において，山田，築島両氏などの言う漢文訓読独特語の語法からきた表現を除
外してみると，二語の漢字に「にして」の付いたものが一番多いが，「連りにも」のように，漢
字一語に「りにも」のついたものや，「蓬々然」に「として」のついた漢字三語の副用語が実に
豊富に用いられていることに気づく。こうした副用語が漢文訓読文を形成している一つの要因で
あると考えられる。少なくとも，樋ロー葉の文章の中からこの種の語彙を捜すのは余リ容易では
ないであろう。
　ところで，それぞれのセンテンスの長短を考えてみたい。漢詩を訓読する場合，五言と七言と
があるわけであるが，一句を訓読するのに日本語では大体何字ぐらい費やすのであろうか。服部
南郭によれば（注17に示す），漢字をそのまま読んだ5文字は別として，概ね6文字から13文字
の間で訓読し，詩中の漢字は全部読むようにしている。漢字数が5字にならないものは，ここで
は否定の「不」等を漢字化していないところから来る。これは七言詩でも同様である。漢字を含
めて8文字から15文字の間で訓］む。五言，七言の漢詩の訓読は，一応最大限15文字，最小限5
文字あたリにあるのが一般的と言える。その中に含まれる漢字数は，4文字から6，7文字くら
いが標準的のようである。散文については江戸中期以来，日本人によく読まれた『古文眞費』
「後集」に収められる散文の中から何編かを選んでその字数を兄てみたい。注20に挙げたように，
陶淵明「蹄去來鮮」では，「帰リて去らめ」（「帰去来号」）を有名な訓読「帰リなんいざ」（或い
は，「かへんなんいさ」）とすれぱ，総字数に対する漢字数が減リ，訓読特有語としての意識が強
まる。「已に往んしことの諌めざらましきことを悟り」（「已往悟不諌」）の箇所では，過去の助動
詞「き」，打ち消しの助動詞「ず」，推量の助動詞「まし」が入り，動詞等を名詞化する働き（主
語や目的語扱いにする）を持つ形式名詞「こと」が二度使われることにより，訓読文は非常に長
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くなっている。r己往の諌めざるを悟リ」（［10－4・5コ）のように訓読することもでき，このよう
にすれば，総字数と漢字数の比率が上がリ，よリ訓読語らしくなる。この文では，前出「一こ
と」の頻出の外，「～が如し」のような訓読特有語が文を長くしている。また，欧陽修「酢翁亭
記」では，「～ずして」のような訓読特有語が原典の漢字数をはるかに上回る語数を漢文訓読文
に与えている。後出の副用語独特の連用形表現「一～として」も同様である。しかし，そ牝こそ
が漢文訓読文を漢文訓読文たらしめていると言ってよいであろう。この文では，「北の方」，「南
の方」のように，方位詞の後ろに着く「かた＝方」も訓読特有語と言うことができる。元来は，
動詞「南する」と方位詞「南にある」などとを区別するため（ここでは後者）に訓まれたもので
あろうが，このため総字数に対する漢字数の比率が小さくなる。「～の若し」は「一が如し」と
同じ。柳宗元「摘蛇者説」では，接続語の「然」の存在を挙げることができ乱この語は順按に
も，逆接にも解釈でき，この文では逆接として用いられているため，訓読語の語数を増やしてい
る。また，王安石「調孟嘗君傅」における接続語の「而して」，「然ずんぱ」，接統表現の「～に
したれぱ」などが訓読語の語数を増やしているわけである。
（4）
　次に，蔽花『自然と人生』とほぽ同時期に書かれた泉鏡花の「龍潭言軍」所収の「麟閥が丘」の
冒頭の一部を見てみたい㈹。
　　⑳日は午なり［5（2）］。あらら木のたらたら坂に樹の蔭もなし［17（4）］。寺の門［3（2）］・
　　　植木屋の庭［5（4）］，花屋の店など［6（2）］，坂下を差し挟みて町の入リロにはあたれど
　　　［19（7）］，のぽるに従ひて［7（1）］，ただ畑ぱかりとなれリ［1O（1）］。番小屋めきたるもの
　　　小だかき処に見ゆ［17字（6）］。谷には菜の花残リたリ［1O（4）］。路の右左［4（3）］，蹴燭
　　　の花の紅なるが［9（4）］，見渡す方［4（3）］，兄返る方［4（3）］，いまを盛りなリき
　　　［8（1）］。あリくにつれて汗少しいでぬ［13（2）］。
とあリ，この部分は総字数142字（句読点を除く），センテンス数は7，1センテンス平均20．2字。
最大のセンテンスは47字のもので，最小は5文字。《助動詞：5例。「なり」（断定）1例，「リ」
（完了）1例，「たリ」（継統）1例，「ぬ」（完了）1例，「き」（過去）1例で，補助動詞，助動
詞の尊敬体はない》。センテンスも比較的短いが，だからといってこの文章を漢文訓読調と感じ
はしないであろう。「ぱかり」，「一めく」，「見ゆ」，「一の一が」，「方」，「ありく」等の和語が使
われているからであるし，それぞれの区切リに用いられている漢字の割合が多くないからでもあ
る。同じく，
　　⑪　一人にては行くことなかれと［13（3）］，優しき姉上のいひたリしを［12（3）］，肯かで
　　　［3（1）］，しのぴて来つ［6（1）］。おもしろきながめかな［10（O）］。山の上の方より一束の
　　　薪をかつぎたる漢おり来れリ［23（8）］。眉太く［3（2）コ，目の細きが［5（2）］，向ざまに顔
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　　　巻したる［9（3）］，額のあたり汗にな一）て［1O（2）］，のしのしと近づきつつ［10（1）］，細
　　　き遭をかたよけてわれを通せしが［16（3）］，、；・リかヘリ［5（O）］，（省略）といひすてに砒
　　　に嫉寄せてさつさつと行過ぎぬ［21（5）］。
とあリ，この部分の総字数は146字，センテンス数は4，最大のセンテンスは80字，最小のもの
は1O字，1センテンス平均36．5字。《助動詞：8例。「たリ」（完了）1例，「たリ」（継続）2例，
「つ」（完了）1例，「リ」（完了）1例，「ぬ」（完了）1例》，ここにも補助動詞，助動詞の尊敬
体は用いられていない。文の長さも漢文訓読調と和文体との中間的な位を持っている。「～で」，
「向ざま」，「のしのし」等が和語として用いられている。しかし，漢文訓読調の語も「一なか
れ」，「来る」が用いられており，純然たる和文脈でもなく，純然たる漢文訓読文でもないことを
物語っている。敢えてカテゴリー化するならぱ，「和漢混濡文」と言うことができよう。
　瞳花『自然と人生』においてはどうであろうか。まず，比較的短い文章を見ることにしたい。
「楯溜」の冒頭の一部は，
　　⑳雨後［2（2）コ，庭櫻落ちて雪の如し［9（5）コ。櫨溜にも鮎々として浮べり［12（5）］。
　　　　櫨溜を浅しと云ふことなかれ［13（4）］。
　　　　其の碧空を懐に抱け季を兄ずや［14（6）］。
　　　　楯溜を小なりと云ふことなかれ［14（4）］。青空を映り，落花も鮎々として浮ぴ，桜の梢
　　　も倒まに覗き，底なる土の色をも兄めす［5（3）／10（3）／9（4）／11（4）］。自鶏三羽來りて，紅
　　　の冠を揺かしつ・，僻して街み，仰いて飲めぱ，其影も亦水にあり［7（5）／9（3）／5（2）／
　　　6（2）／8（4）］。融然として相容れ，恰然として共棲す［8（4）／8（4）コ。奈何んぞ人の子の住む
　　　世界の腱き。［15（8）］
とあリ，総字数165字，9センテンス。1センテンス当たり18．3字。「ごとし」，「一ことなかれ」，
「一を兄ずや」，「奈何んぞ」などという漢文訓読文独特の表現に，「櫨溜」，「庭桜」，「見めす」，
「碧空」，「落花」，rさかしまに」，r鮎々として」，r衡む」，r融然」，「恰然」，「共棲」といった漢
字語を配しており，一文の中に占める漢字の割合は泉鏡花のそれと比ぺると多い。これを漢詩の
訓読あるいは，散文詩と兄る人がいるとすれぱ，一文の中に占める漢字の割合が五割を越えるこ
とが比較的多く，1センテンス平均18．3字と字数が少ないため，漢詩の訓読の一般的標準に近い
と感じるからではなかろうか。同様の趣向として書かれた「梅」の一部を挙げる。
　　⑳寺古りて，梅二三本［4（2）／4（4）］。月あらば更に好し［8（3）］。
　　　　或年の二月，小田原より湯元に遊ぴ，早雲寺に詣る［5（4）／10（6）／6（4）］。
　　　　時に夕陽函嶺に落ち，一鴉空を度リ，群山蒼々として暮れむとす［9（6）／6（4）／12（5）コ
　　　　寺内，人なく，唯梅花両三株雪の如く黄昏に立てリ［2（2）／3（1）／16（11）］。俳個良久
　　　　ふして空を仰げぱ，古りし鐘楼の上に夕月の夢よりも淡きを見たりき［12（6）／22（9）
総字数121字，1センテンス平均20．2字，助動詞の「き」がある他は，「一むとす」，「良久し」な
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どの表現と「梅花」，「或年」，「詣る」，「夕陽」，「函嶺」，「一鴉」，「度る」，「群山」，「蒼々」，
「唯」，「両三」，「俳個」などの漢語が用いられており，一文の中に占める漢字の割合が高く，セ
ンテンスも平均20．2字と短いので，これもほとんど漢詩の訓読文に近い文体と言ってもよいであ
ろう。
　それでは，次に漢字の訓と音の違いによる表現における差異を眺めてみよう。例えぱ，「朝霜」
では，冒頭の一段落を
　　⑳余は霜を愛す。其の凛として潔きが為めに。英の牢鴫を報ずるが為めに。［6（3）／12（4）／
　　　12（5）コ
のように，総字数30字に対して3センテンスとしているので，1センテンス平均は10字となる。
しかも，数倒置法を用いている。また，字数と漢字数との割合（40％）から兄ても，漢文訓読調
の文と考えるぺきであろう。次の段落では，
　　⑳或時十二月の末，朝早く大船戸塚のあたリを過ぎ居たリ。［7（6）／17（8）］珍しき霜朝に
　　　して，田も畑も家も真に薄雪の降りたる様に，村々の竹藪常磐木の類までも一白なリき。
　　　［8（3）／17（8）／18（1o）］
のように，総字数67字で2センテンス，前者が24字であるのに対して・後者は43字。ともに漢字
を用いているが，「大船戸塚」などの固有の地名であったリ，「霜朝＝しもあさ」，「田＝た」，「畑
＝国字」，「薄雪＝うすゆき」などであったリ，訓で読むべきものが大部分である。センテンスは
前者が比較的短くて，漢詩訓読調であるが，漢文訓読特有語の存在はない。後者は前者同様訓読
みの漢字が多く，和文脈に近いものと言ってよいであろう。そして，第三段落では，
　　⑳暫らくする程に，束の空金色さして，果々たる旭日一点の窮もなき空にあらはれ，億万
　　　条の光線は一面の田野人家を射，霜は較々晶々として表に自光を放ち，陰に紫の影を落し
　　　ぬ。［7（2）／8（4）／19（8）／16（12）／16（9）／9（4）］人家も，藪も，田の中央に横みし稲塚も，乃
　　　至寸ぱかリ地よリ起てる藁屑も，すぺて日に向かひて白く日に背いて紫に・目の到る所・
　　　一望所として白光紫影ならざるはなく，紫影の中霜また隠々として見る可し。［3（2）／2（1）
　　　／11（6）／15（7）／18（6）／5（3）／17（7）／16（8）］地はすぺて紫水晶の塊となリぬ。［14（5）コ
のように，総字数162字，全2センテンス。1センテンス当たリ81字と長いセンテンスを用い，
「ぬ」によって2センテンスを終わらせ，「する程に」を用いているという意味では，和文脈を骨
子としているのであるが，中に使われている言葉には，「旭日一点の騎もなき」，「咬々晶々」，
「一望所として一ならざるはなく」といった漢文訓読特有語が随所に見られる。最後の段落は，
　　㊧一農夫あリ［5（3）］，霜野の真中に［6（4）］，藁を焼きつつあり［8（2）L青煙蓬々とし
　　　て広がリ，広がるま・に日光を遮リ，遮るま・に自金色となリ，や・濃やかになリて終に
　　　煙も亦薄紫の色を帯びぬ［10（5）／11（4）／11（4）／22（8）］。此よリ余は霜を愛することいよい
　　　よ…茱し［18（5）］。
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のように，総字数91字。3センテンス。長いセンテンスは54字のもの，短いものは8字で，長短
のセンテンスを混濡させる。短いセンテンスの中に「一農夫」などの漢字の音読語系の言葉を州
い，長いセンテンスの時には「濃やか」，「遮る」，「煙」，「薄紫」などの和語系の言葉を州いる。
こうすることによって，音と訓との調和を取っているかのように見える。徳當藤花『自然と人
生』の中にち‘）ぱめられる短いセンテンスの文は，漢詩の訓読文と似ていると言うこともできる。
むしろ，彼の短いセンテンスの文には，漢詩の訓読文の長さに近いという特色があると言う方が
正確であろう。
　芙文家としてならした落合直文にもそういう点がある。雑誌「国文」に発表した「国文学者の
班業」の冒頭の一段㈹では，
　　⑳　国文学の盛んなること，今日より甚だしきはなからむ。［10（4）／13（3）］去年の春のころ，
　　　去年の秋のころ，一時の流行なリといひし輩もありたれど，そは一時の暴の暴言論者，ま
　　　た自らその暴言なりしことは，予輩のたぴたぴ論ぜしところ，今日にいたリては，その暴
　　　言論者，また自らその暴言なりしを知リしならむ。［7（3）／7（3）／18（5）／11（7）／14（3）／13（3）
　　　／8（2）／6（4）／18（4）］
総字数は125字・総センテンス数は2で，短いセンテンスが23字，長いセンテンスが102字である。
助動詞は総数11，うち「む」（推量）2例，「なり」（断定）5例，「き」（過去）4例である。も
ちろん，敬意を表す助動詞，補助動詞の類いもない。訓読特有語，「一なること～」，」よリ甚
だしきはない」が短いセンテンスの中に現れているにもかかわらず，「なからむ」のような和語
系の表現をしたり，長いセンテンスの中に「流行」，「暴言論者」といった漢語系の語を多用する。
それに対して，同年二月「日本學誌」に発表した「日本主義の未來」の冒頭の一段落では㈹，
　　⑳世人口を開けぱ則ち日く日本主義と［16（1O）］，世人筆を採れぱ則ち日く日本主義と
　　　［16（1O）］，日本主義の行はる・実に今日より甚だしきはなし［22（9）］。日本国人たる者
　　　［7（5）］，之を祝し之を喜ぱずして可ならむや［16（5）］。
とあ‘），総字数77字，2センテンス。助動詞の総数は5例。うち，「る」（受け身）1例，「たり」
（断定）1例，「ず」（打ち消し）1例，「なり」（断定）1例，「む」（推量）1例である。敬意表
現はない。「一ぱ貝1」ち～」，「日く」，「～する（こと）一」，「一よリ甚だしきはなし」，「～して可
ならむや」などの漢文訓読特有語が多数見られる。短いセンテンスで歯切れよく畳み掛けるよう
に述べられている時，我々はそれを漢文訓読調と感じるのではなかろうか。この文は漢文訓読調
の文と言うことができる。落合直文はこうした二つの方法を使うことができたわけである。その
点では，男女の別はそれほどなく，明治三十七年に出版された福田英子『妾の半生涯』の中では，
「はしがき」だけが漢文訓読調の文で，各章では和文脈の勝った文体を用いて書いている㈹。徳
富藤花が各種の文体を駆使できたことも容易に想像できるであろう。
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おわりに
　以上のことから兄て，徳富蔽花は『自然と人生』において漢文訓読系の文章を，和文的要素が
強いもの，漢文訓読的要素の強いもの等と，さまざまに変化させて用いることができたというこ
とになる。『自然と人生』は，言うならぱ，r言文一致体」あ1）・「擬古文」を基調としたものあ
り，「和漢混濡文」を基調としたものありというような，さまざまな文体の「実験ノート」的な
観を呈していると言えるであろう。「和漢混濡文」にしても巾国古典語によって表現されたもの
をそのまま読み替えた漢文訓読文ではなくて，和文脈も取リ入れた所調「普通文」であることが
知られる。にもかかわらず，「漢文訓読調の美文」と称されるのは，厳密に言えぱ，正鵠を射た
指摘とは言えないであろう。むしろ，r漢文訓読調」とr和文脈」との混溝に妙処があると考え
られる。その混濡の妙こそ徳田秋声，荒正人に相応の評価を受ける所以であると思われる。
　　［注］
（1）底本は徳當臓花『白然と人生』｛岩波文庫版　1933。およぴ「精選名著復刻全集近代文学館」版〕による。
　　　引用は前者を用いる。以下同じ。
（2〕集英社「日本文学全集6　徳冨藤花』「作家と作品」（p－449〕。
（3）　山田孝雄『漢文の訓読によりて伝えられたる語法」（宝文館　1935），p，20
（4〕叶咽古典の現代中国語訳によれぱ（萎濤等編著「古文百則』遼寧人民出版社　1980による）
　　　　（a）昭陽鴉楚伐魏，覆軍殺將，得八城，移兵而攻齋。1「戦国策」）
　　　　（b）楚國的上柱國昭陽爲楚國攻打魏國，推殴了魏國的軍隊而又攻打齊臥
　　　である（aが原文，bが現代語訳）とか，
　　　　｛a）楚人和氏得玉瑛楚山中，奉而駄之働王。（「韓非子』）
　　　　l　b）楚國人†和在楚山里得到了。一壊未経離琢的瑛玉・手搾抗峨玉）進献給働王。
　　　とあって，動詞の後ろに「了」や「着」を胴いている。
（6）　倉野憲司校注・岩波文庫『古來記」（岩波書店　1963）による。
（7〕現代巾国語の敬意表現
（8）O及働王薙，武王即位，和又奉其瑛而猷之武王。（『韓非子」）の巾に見られる「薙」は王以上の老の死を意
　　　昧し，「奉」，「献」が下位のものが上位のものに進上する動詞であることはよく知られている。
（9）　○見楚王。王日：“奔無人耶？’曇子封日：……（『曇子春秋」）の巾に見られる「見」は「まみゆ」と訓み，
　　　下位のものが上位のものにr全見する」ことであリ，r封」がrこたふ」と訓み・下位のものが上位のもの
　　　に「回答する」ことを言うこともよく知られている（引州は注（4）に同じ〕。
（10）　「文体に見る100人の作家」（『国文学解釈と鑑賞』一月臨時増刊・一九六九学灯社）
（11）　「〔岩波文庫初版〕解説」（近藤信行校言丁「日本文景論」岩波文庫・1995p368）
（12）　「巾江兆民評論集」（松永昌三編・岩波文庫・1993p．21〕
（13〕林巨樹「近代文章研究」一文葦表現の諸梱一（明治書院　1976p，17等〕
（14）　「にごりえ・たけくらぺ』｛岩波文庫・一九二七初版，今は一九九三年版による）
（15〕　r訓読文の文体史」による。
（16）O一ずぱ（p．53）／恐らくは（同）／一ざるべし（同）／唯（同）／一ぺし胴〕／而して（同）／一んとす
　　　（同）ノーずして（同）／一むとす胴〕ノすでに（同）／請ふ一せよ｛p－54）／忽然として（同）／一の如し
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　　　胴〕［此頃の當士］○一にして（p．60〕／猶（同）ノ宛ら一似たリ｛剛／遭リにも胴）／すでにして（同）
　　　／一が如く｛同）／声なきの声1p－61）／一もて（同〕／一すること其一1同）［犬海の出日］所調1p．62）ノ
　　　ーさ’るはなし胴）／あたかも一の如し個）／嚇焉として（同）／恰も胴）／独リーとして（同）／端然と
　　　して（同）／融然として胴〕／未だ一ず（同）／愈々（同）／忽ちにして（同）ノ唯一のみ（同）／悠々として
　　　（p．63〕／無集（同）／蒼然として胴〕／然も胴）／斯くの如し（同〕［和模灘の落日］O猶～ぺし（p．64）
　　　ノ籏々として胴）／尤も可し（剛／何ぞ一むや（同）ノ妙なリ（p．65〕［雑木林］O貼々として（p．66）／
　　　一ことなかれ（同）／怜然として（同）／柵容れ（同）／奈何んぞ（同）［権溜］○あらざる（p，67）／一なき
　　　を得むや（同）／一於いて（同）／まさしく（同）／即ち｛同）［春の悲哀］○拐然として（p．68）／縄かに
　　　（剛／やや胴〕／ちょく然として胴）／蝿々として（同〕／共に（剛／揮ぺて（同）／沈々として旧）／
　　　毯然として（p・69）ノ般々として‘同）／楓と（同〕／將（同〕／蒲然として（同〕／濠々たる（同〕／一こと
　　　云ぷぺくもあらず胴）／醐なれど（同）／修として（同）／森然として（同）／頻・〕に（同）／楓々として
　　　（剛［白然の聲（1〕高根の風雨］○可蓮可歌（p．69）／亦（70）俄に（同〕／何慮にか（同）／蒲々として
　　　（同）／是れ胴）［（二〕碓氷の川音］○然も（p・71）／［栗］○一しむ（p．73〕／瓢然として（同）／［風］
　　　○紗々と（p，74）／晃々と胴）／一す（同）／鮫々と（同）／且つ一且つ一（剛／～ずや（p．75）［白然の
　　　色（一）春雨後の上州］○寧ろ（p・75〕／一や一（同）ノ見る可くして（同）／況1や一をや（同）／一嘆ずる
　　　のみ（剛／襯して（同）／たまたま（同）／或いは胴）／～毎に（同）／彼方一此方1p．76）［（二〕八汐の
　　　花］○のみにて（p・76〕／嚇焉（同）／又一又一｛同）／倍々胴）／漸く（p．77〕／幽然と胴）［（三〕相模
　　　灘の夕焼け］○斯の如く（p・78）／懇々く｛同）／轄た｛同）／尤も（同）／一し去る（p．79）／争かで一可け
　　　んや（刷／是れ（同）／一んと欲し（同〕／實に（同）／一ざる可き（p．80）／封して（同）／次第に胴）／
　　　願くは（p，81）／奥へよ（同）［山百合又］O凛として（p．82）／爲に（同）／眞に（同）／果々たる（同）／
　　　晶々として（同）／乃至（同）／到る所（同）／一ならざるはなく（同〕／蓬々として胴）／［朝霜コ○然も
　　　（p．83）／却つて（剛／荘々たる（同）／冴と胴）／宙に（同）／更に（p．84）O彌｛pI85）／屹として
　　　（同）／勤然として（同）／絡どうとして（同）／曾て｛同）／撞乎と（剛／一をして一しむ（剛［海と岩］
　　　○流石に（p．86）／悉く胴）／唖々と（同）／如何なるもの旧）［榛の木］○未だ一ざる（p．87）／牽き得
　　　て（同）／一しむ（同）［薄］○じし（p・88）／溶々として胴）／何ぞ胴）／斑々として（剛／得一ぬ
　　　（同）［良夜］O蓬々然と（p・90）／滴涼なる（同）／嬉々と（同）／徐々に旧）／綿々蓬々として胴）／牢
　　　乎として（同）／巳にして（同）／卒然として（p．91〕／及ぴ（同）／能はず（同）／若くは（同）［香山三日
　　　の雲（一）五月十日］○瀞々として（p－91〕／濠々として（p．92）／條々として（同）／果然（同）／而下
　　　（剛／頓て（同）／膨しく（同）／雑然として（同）／到らざる所なく胴）／到底胴〕／一に連あらず｛p．
　　　93〕／一に於ける（剛／連綿し（同）／重々として（同）［同（二）五月十三日コ○黙然と（同）／宛として
　　　（刷／楓然として（同）／隠々として胴）／浮々として（同）／終にlp．95）［同（三〕五月十八日］O殊
　　　に（p－96）／課々として（同）［五月の雪］O荘として（p．97〕／分明に胴）［香山の朝］O辛ふじて｛p，
　　　98）／一の外（同）／一する所を知らず（剛／まさに一んとす（剛／通く胴）／塵々に（同）／狼籍として
　　　（p．99）／一を過ぐる（こと）五分（同〕［柵模灘の水蒸気］○故に｛p－100）／然も（同）／見る可からず
　　　（同）／何人も（同）／奈何んぞ（同）［富士の倒影］○諸慮に（p，102）／甚だ大にして胴）／一を以て
　　　（剛／性々にして（同）／極めて（同）／何塵ともなく（同）／悠々として（同）／嚇として（p103）／杳々
　　　として（同）／一むとするに似たり［四ツ手網］（（）内はぺ一ジ数。重複は採録せず。漢字語（名詞・動
　　　詞）は敢えて挙げない）
（17）O爲之工，以磁英器凧爲之貿，以通其有無，爲之讐薬，以濟其夫死，駕之葬埋祭祀，以長其恩，爲之穐，
　　　以次先後，爲之染，以宣其湧畿爲之政，以率典怠倦，爲之刑，以鋤其強梗。（韓愈「原適」。之が工を爲し
　　　て以て其器用を贈し，之が買を爲して以て典有無を通じ，之が轡薬を爲りて以て其天死を濟ひ，之が葬埋祭
　　　祀を爲して以て其恩愛を長じ。之が膿を爲りて以て其先後を次し，之が樂を爲リて以て其湧欝を宣ぺ，之が
　　　政を爲して以て其怠俺をして率ゐ，之が刑を爲りて以て其強梗を鋤す。）
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　　○使負棟之柱，多於南畝之農夫、架梁之幟，多於機上之工女，釘頭、多於在之粟粒，瓦縫参菱、多於燭身之
　　　鼎綾，直欄横濫，多於九土之城郭，管弦嘔唖，多於市人之言語。（杜牧「阿房宮賦」。棟を負ふ柱をして，南
　　畝の農夫よ1〕多く，梁に架くるをして，機上の工女よリ多く，瓦縫の参塞たるをして，周身の略纐よリ多く，
　　　直欄横濫をして，九土の城郭より多く，符弦の嘔唖たるをして，市人の言語より多からしむ。
　　○……人不知而不偲，不亦君子乎。（「論語」「学而第一」……人知らずして悟みず。亦石子ならずや。）
（18）　［］内の数宇は，前が訓読文の語数，後ろが漢字数である1以下，注12－15も同じ）。
　　○巾原還た鹿を逐ふ［8－5］／筆を投して戎軒を事とす［11－5］／縦横計就らず［6－5］／僚慨志し猶存す［7－
　　　5］ノ策を杖いて天子に謁し［10－5コノ馬を願せて關門を出づ［1o－5］／艘詞ふて南再を繋ぎ［10－5］／拭に愚
　　　つて東藩を下す［10－5］／蕾紐として高軸に彫リ［10－5コ／出没して平原を望む［9－5コ／古木寒鳥鴫き［6－5］
　　　ノ空山夜猿喘く［6－5コ／既に千里の目を傷しめ［1o－5］ノ還つて九折の魂を驚かす［11－5］／豊銀瞼を禰らざ
　　　らんや［10－4］／深く國士の恩を懐ふて［10－5］／季布二諾無く［6－5］／候温一言を重んず［8－5］／人生意氣
　　　に感ず［7－5］／功名誰か復た論ぜん［9－5］（「唐詩選』r五言古詩」，魏微「述懐」）O長安一片の月［6－5］／
　　　萬戸衣を携つ聲［7－5］／秋風吹き轟くさず［8－4］／総ぺて是れ玉關の情［9－5コ／何れの日か胡虜を平らげて
　　　［12－5］ノ良人遠征を罷めん［8－5コ（李白五言古詩「子夜呉歌」○細艸微風の岸［6－5］／危樒独夜の舟［6－5］
　　　ノ星は平野に随つて潤く［10－5］／月は大江に湧いて流る［10－5］／名は登に文章をもつて著はし［13－5コ／官
　　　は老病に因つて休む［10－5］／瓢瓢として何の似たる所ぞ［12－5］／天地一沙鴫［5－5］｛杜椛五言枠詩r旅夜
　　　書懐」〕O怪しみ來る肚閣閉ずることを［13－5］／朝より下リて相迎へず［10－5］／総ぺて春園の裡に向つて
　　　［11－5］／花間笑語の聲［6－5コ（王維五言絶句「班捷好」）
（19〕○縢王の高閣江渚に臨めり［11－7コ／偲玉鴫鷲歌舞を罷む［9－7］／歪棟朝たに飛ぷ南浦の雲［11－7］／朱簾幕
　　　れに捲く西山の雨［11－7］／間雲潭影日ぴに悠悠［9－7コ／物換はり星移リて幾度の秋ぞ［13－7］／悶巾の帝子
　　　今何くにか在る［12－7］／濫外長江空しく自づから流る［13－7］｛王勃七言古詩「膝王闇」）○廠家の少婦畿
　　　金堂［8－7コ／海燕襲楼す脈堀の梁［9－7コ／九月寒砧木葉を催す［9－7］／＋年征戊遮陽を憧ふ［9－7］／白狼河
　　　北昔書断へ［8－7］／丹鳳城の南秋の夜長し［10－7］／誰れか爲に愁へを含む囑不見［13－7］／更に名月をして
　　　流黄を照らさ教む｛［15－7］沈＊期七言稚詩r古意」）O昔人己に白雲に乗じて去る［12－7］／此の地空しく
　　　除す黄鶴棲［11－7コ／黄鶴一たぴ去て復た返らず［12－6］／自雲千載空しく悠悠［9－7］／蛸川歴歴たリ漢陽の
　　　樹［10－7］ノ芳草菱菱たり醜鵡洲［9－7コ／日暮郷關何れの鹿か是なる［12－7］／燭波江上人をして愁へ使む
　　　［12－7コ帷＊七言律詩「黄鶴棲」）○霜帰期を問ふ未だ期有らず［12－7］ノ巴山の夜雨秋池に蔽る［1o－7］／
　　　何ぞ當に共に西衝の燭を班て［13－7コ／却て巴山夜雨の時を話るぺき［13－7］（李商隠七言絶句「夜雨寄北」）
｛20）O蹄リ去らめや［6－2・4］／田園將に蕪なんとす［9－4・4］／胡ぞ帰らざる［6－2・3］／既に白心を以て形の
　　　役と爲す［13－7・7］／雲ぞ個恨して燭I〕悲しめる［12－5・6］／己に往んしことの諌　めさ’らましきことを悟
　　　リ［20－4・6］／來る者の遇ふ可きことを知る［13－5・6コ／實に塗に迷ふこと其れ未だ遠からず［16－6・6］／
　　　今は是にして昨は非なることを斑んぬ［17－5・6］／舟揺々として軽く麗り［1o－5・6］／風瓢瓢として衣を吹
　　　く［10－5・6コ／征夫に間ふに前路を以てす［12－6・6］ノ農光の慕微なるを恨む［10－6・6］（「帰去来辞」。［］
　　　内の前の数字は訓読文の語数，中の数字は訓読文の中の漠字数，後ろの数字は原典の巾の数である）。O壬
　　　戌の秋［4－3・4］／七月既望に［5－4・4］／蘇子客と舟を1乏ぺて［9－6・6］／赤壁の下とに遊ぷ［8－4・6コ／満
　　　風徐に来リて［7－4・4］／水波與らす［5－3・4］／酒を撃げて客に暦す［9－4・4コ／明月の詩を言葭し［7－4・5コ
　　　／窃冤の章を歌ふ［7－4・5］／少焉つて月東山の上よリ出でて［14－7・9］／斗牛の間に俳個す［8－5・7］／白
　　　露江に横はリ［7－4・4］／水光天に按はる［7－4・4］／一葦の如く所を縦にして［11－5・6］／万頃の荘然たる
　　　を凌ぐ［10－5・6コノ晧略乎として虚に愚リ風に御つて［15－7・8］／其の止まる所を知らざるが如く［14－5・
　　　6］ノ瓢瓢乎として世を遮れて濁リ立ち［15－7・8］ノ羽化して仙に登るが如し［11－5・5］／是に於て酒を飲て
　　　樂しむこと甚し［15－6・6］／舷を叩て之を歌ふ［8－4・5コ／歌て日く［4－2・2コノ桂の催，藺の漿［6－4・4］
　　　／空明に撃いて流光に派る［11－6・7］／砂秒として予れ懐ぴ［9－4・5］／葵人を天の一方に望む［10－6・7］
　　　｛蘇束城「赤壁賦」）○瀞を遇て皆山なリ［8－5・5］／其西南の諸峯［6－5・5］ノ林墾尤も葵なリ［7－4・4］／
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（21）
（22）
（23〕
｛24〕
之を望めぱ蔚然として深く秀る者は瑛郡なり［20－9・11］／山行六七里にして［8－5・5］／漸く水聲を聞く
［7－4・4コ／溝解として両峯の間に漉き出る者は［ユ6－8・11コ／醜泉なリ［4－2・3］／峯回リ路轄めぐつて亭布
り［12－6・6］／翼然として泉上に臨める者は［13－7・7コ／酢翁亭なリ［5－3・4］／亭を作る者は誰ぞ［8－4・
4コ／山の悩智遷なリ［7－6・6］／之を名くる者は言桂ぞ［9－4・4コ／太守は自訓け主・なリ［8－4・5コ／太守客と來
て此に飲む［10－6・8］／飲むこと少くして帆ち醇ふ［12－4・4］／年又最も高し［6－4・5］／故に白號して醇
翁と日ふなリ［13－6・7］／酔翁の意は［5－3・4］／酒に在らずして［7－2・3］／山水の問に在リ［7－4・7］／
山水の樂［4－3・4］／之を心に得て［6－3・3］／之を酒に寓す［6－3・5］傲腸脩「醇翁亭記」〕○予夫の巴陵
の勝状を醐るに［12－7・7］／洞庭の一湖に在リ［8－5・5］／遠山を衡み［5－3・3］／長江を呑み［5－3・3］／
略皓湯湯として［7－4・4］ノ横に際崖無し［6－4・4］／靭暉夕陰［4－4・41子／氣象萬千な1〕［6－4・4］／此れ
則ち岳腸棲の大概なり［12－7・9］／前人の述備れり［7－4・6］／然れぱ則ち北の方巫峡に通し［13－7・6］／
南の方瀦湘を極めて［9－5・4］／遷客騒人［4－4・4］／多く此に會まる［7－3・4］／物を覧るの悩［6－3・4］／
異ること無きこ午を得ん［11－3・4］㈹仲漉「岳陽椴記」）17，O浩浩乎として平沙±艮リ無く［12－7・7］／
埋かして人を見ず［8－3・4］／河水榮リ帯ぴ［6－4・4］／群山糾紛す［5－4・4コ／蹄として惨倖し［7－3・4］／
風悲しみ日嚥ぬ［7－4・4］／蓬断へ草枯て［6－4・4コ／凛として霜の農の若し［10－4・4］／鳥飛で下らず［6－
3・4］／獣挺つて聖を亡ふ［8－4・4］／亭長余に告て日く［8－5・5］／此れ古の戦場なリ［8－4・5］／常て三軍
を覆す［7－4・4コ／往往に鬼突す［6－4・4］／天陰れぱ則ち聞ふ［8－4・41／心を傷ましめるかな［9－2・3コ／
秦か漢か［4－4・4］／脇た近代か［5－4・4］（李華「弔古賊場文」〕○永州の野に，異蛇を産す［10－6・7コ／
黒質にして白章あり［9－4・5］／草木に鯛るれぱ盤く死し［11－5・5］／以て人を噛めぱ之を禦ぐ者無し［14－
7・7］／然れども之を得てし以て餌と爲せば［17－7・8］／大風誰痩癩を巳し、死肌を去り、三裁を殺す可し
［21－14・10］／其始め太醤王命を以て之を聚め［14－9・9］／歳々其二を賦す［7－5・4］／募リて能く之を捕ふ
る者あれぱ［14－516］／典租に當つ［5－3・4］／永の人雫うて奔走す［9－5・7］（柳宗元「捕蛇者説」）○世
皆構す［4－3・3］／孟嘗忍能く士を得もたり［1o－6・6］／士故を以て之に蹄し［8－5・5］／而して卒に其力に
頼りて［11－5・5］／以て虎豹の秦を脱せリと［11－5・7］／鳴乎［2－2・2］／孟嘗君は特に鶏鴫狗盗の雄のみ
［14－9・11］／量に以て士を得たりと言ふに足らんや［17－6・6］／然らずんは［5－1・2］／齊の強を檀にした
れば［10－3・4コ／一士を得るも［6－3・4コ／宜しく以て南面して秦を制す可かるぺし［18－7・8］／尚何ぞ鶏
鴫狗盗の力を取らんや［14－8・10］／夫れ鋤島狗盗の典門に出づるは［14－8・9コ／此れもの士の至らざる所
以なり［12－5・8コ（王安石「孟當忍」）
『鏡花短篇集』（川村二郎編，岩波文庫　1987p．7）
明治二十四年五月発表。（岬治文学全集』44所収，『落合直文・上田万年・芳賀矢一・藤岡作太郎集』筑摩
書房　P．19）
前掲書p．5
岩波文庫版による（1958p．1一）。
